
精神科病棟

延べ愚者数 一日平均患者数 (人 ) 病床利用率 (%)

R4年 4月 5533 904%
5月 5953 973%
6月 5733 928 945%
7月 5693 9309D

8月 5337 722 956%
9月 8860D

10 月 5081 911%
H 月
12 月 477

R5年 1月

2月

3月

計
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※1
R481より、南病棟42床を
休床扱いとし、実病床数は
130床に変更

※2
R5.1.1より東1病棟を
20床休床扱いとし、
実病棟数は160床に変更

※3
R5.2.1より東2病棟を
10床休床扱いとし、
実病棟数は150床に変更

4月  5月  6月 7月  8月  9月  10

B増 一日平均患者数 (人 )

◆病棟別患者数

月 11 月 12 月 1 月  2 月  3 月

――病床利用率 (%)

東 1 ※ 1 東 2 ヨ電3・ 4 南 ※2

R4年  4月 1529 707

5月 739

6月

7月 723

8月 |,808

9月

10月

‖ 月

12月 ,461

R5年  1月
2月 983

3月

計 19も 10 19800

1日平均息者数(人 ) 535

平均病床利用率(%) 90 3CD 962% 800%

※3平均在院日数 (日 ) ※4R511～ R53.31で 計算



◆病棟別入退院忠者数

“み ユ2蛇ユ ii汰 入

R4 4月 5

5月 6 10 7

6月 6 14

7月 7 14

8月 10 14

9月 4 9

10月 8 8 43 42

11月 6 13

12月 5

R5 1月 5

2月 4

3月 3 7

計 90 90 390 385 30 46

75歳以上,259

ノく,34%

◆年齢区分別 新患数と割合

□～20歳未満
口～40歳未満
□～65歳未満
回～75歳未満
口 75歳以上

～40歳未満,230

ノく,30%

174

～75歳未満,7

人,9%



◆ICD1 0別 新息数と割合
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◆ICD1 0別 新患数と割合の推移
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F01253フ ,ヽ3281a

F4,181人,23.5%

F3,158り ,ヽ205%

Fl 23%

235%

2598

てんかん

その他

計 1000%

症状性を含む器質性精神障害 生理的障害及び身体的要因に関連した行動症候群

情神作用物賀使用による精神及び行動の障害 成人の人格及び行動の障害

儀合失調症、統合失調症型障害及び妄想性障害 ■|",|| 精神遅滞 (知的障害)

気分(感情)障害 心理的発達の障害

F4 神経症性障害、ストレス関連障害及び身体表現性障害 小児<児童>期及び青年期に通常発症する行動及び情結の障害

令和 2年度 令和 3年度 令和4年度

253

F4

7

7

てんかん 2 4

その他 17

nt

、ストレス関連障害及び身体

小児 <児童 >期及び青年期に通常発症する行動及び情緒の障害
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◆入退院者数及び平均在院日数の推移

― 入院
日Eヨ 退院 ― 平均在院日数

◆在院息者内駅(入院期間別)
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簿1年以上～5年未満  日5年以上～lo年未満

H30年斬賢 Rl年度 R2年層 唖 R4年度
1ケ 月末 滴

1ケ月 以 上 ～ 3ヶ月未 満

3ヶ 月 以 上 ～ 6ヶ月未 滴

6ヶ 月 以上 ～ 1年未 滴 4

1年以上 ～ 5年末 滴

5年以上～10工夫高

10年以上

計



◆在院息者内訳(ICD10別 )
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◆入院形態の推移
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R4年度

R3年度
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Rl年度

H30年度
0                    50                    100                   150                   200

口任意入院 J医療保護 麓措置入院 薪司法鑑定

148

H30年度 Rl年度 R2年度 R3年度 R4年度

4 4 4 1

3 7 7 7 2

2 1 2 2

3

6 7 6 7 2

3 6 6 5

4 2 3

その他 2 3 0 1

rt

庭状性を含む器質性精神陣吾 生理的障害及び身体的要因に関連した行動症候群

僑神作用物質使用による精神及び行動の障害 成人の人格及び行動の障害

統合失調症、統合失調症型障害及び妄想性障害 縁 精神遅滞 (知的障害 )

気分 (感情)障害 心理的発達の障害

F4 神経症性障害、ストレス関連障害及び身体表現性陣害 小児期及び青年期に通常発症する行動及び情緒の障害

H30年度 Rl年度 R2年度 R3年度 R4年度

任意入院

医療保護

措置入院 4 2 1

司法鑑定 0 0

計 202



◆退院患者における年齢BICD10別 区分

10代 20代 30tt 40+t 50代 60代 70代 80tt 90代 総計

0 0 0 2

Fl 0 0 2 1 5 1

5 5

2 4

F4 3 6 3 4 1

l 1 0 0 0 0

3 7 3 3 2 0 0

0 1 1 0 0 0

F8 2 7 3 1 0 0 0 0

0 1 1 0 0 0 0

その他 0 1 | 1 0 0 0

てんかん 0 0 | 0 1 0 0 0

総 計 525

匠状性を含む器質性精神障害 生理的障害及び身体的要因に関連した行動症候群

精神作用物質使用による精神及び行動の障害 成人の人格及び行動の障害

儀合失調症、統合失訓症型障害及び妄想性障害 f7 精神遅滞 (知的障害)
気分 (感情 )障害 心理的発達の障害

F4 神経症性障害、ストレス関連障害及び身体表現性障害 小児期及び青年期に通常発症する行動及び情緒の障害

90ft

304代
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50+t

40十七
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20代

101t

20% 30% 50% 60% 70% 80% 100%

回FO 回Fl  口F2 回F3 □F4 回F5 口F6 □F7  口F8 □F9 口そのイ也 □てんかん



◆通院患者内訳

男女別内訳

H30 H31 Rl R2 R3 R4

て 10114 10585 11460 11360

21545 21261

年齢別内訳 (図 1)

H30 H31 Rl R2 R3 R4

263 285 484

2402

75歳以上 4357

保険別内訳 (図 2)

H30 H31 Rl R2 R3 R4

3538

公 8995 9509 10194
後期高齢 (公併含む ) 4533 4776 4582 4473
宝 供・ 公 督 1229 1455

医療観察

目費 7

計 18960 21545 21261

疾患別内訳 (図 3)
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外来患者数の推移(H30～ R4)

H29        H30       H31 Rl       R2         R3

R4外来患者保険lll(図 2)  医療観察,
01%

R4外来患者年齢層 (図 1)

R4外来患者疾患別 (図 3).F910%

・社保単独

,国保単独

コ社国公費併用

,後期高齢 (公併含む)

・生保白公費

口医療観察

・自費

生保口公費,  自費,01%
6896     !

"認知症 F0

・アルコール・物資 Fl

'統合失調症 F2

す気分障害 F3

・神経症性障害 F4

・生理的 F5

四人格障害 F6

・知的障害 F7

中心理的障害 F8

・情総障害 F9

日てんかん

中その他

・医療観察

・ F8 2860

・ F7 11%_

F6 16%

・ てんかん,

05%

・ その他,08%
Ⅲ
医療観察 ,

01%


